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提言
目的の吟味と、まずはクリーンルーム方式で
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病院情報システムが持つデータ
（上ほど入手しやすい）

画像 （DICOM規格）

患者基本、処方、検体検査結果 （HL7規格）

病名（但しどれが主病かわからない）（HL7）

ここまで、SS-MIXで全国５０％以上の病院で対応可

各種報告書、計画書（人に読んでもらうための書類
） （HL7の文書規格CDA）

所見、計画など（プログレスノート） （規格なし）
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